
Ｈ3.2.16_第３回総合計画審議会_総務企画部経営企画課

ページ 修正箇所 修正内容 修正または修正なしの理由

Ｐ1

目次

第3章
分野別計画

「３．ＳＤＧｓとの関連」の後に、「４．政策と施策」
を加える。

【総合計画審議会委員のご意見】
「３．ＳＤＧｓとの関連」の後にすぐ「政策・施策」が書かれている。このままだと各
政策が３の「ＳＤＧｓ」の中に含まれるので、ちょっと変だと思う。また、政策３の中
に突然「④」と出てくるので、項目立てをもう１回検討していただきたい。「４．政
策」とするとすっきりするのではないかと思う。
　　　　　　　　↓
項目立ての見落としのため。

Ｐ7

第2章
重点施策

２段落目

【修正前】
～重要課題を克服し、　　　　　　　　　　「横手ら
しさ」を～

【修正後】
～重要課題を克服し、新しい技術や仕組みなど
も取り入れながらさまざまな課題に挑戦し、「横
手らしさ」を～

「新しい時代の流れを力にする」姿勢を入れ込むため。

〃 　　　〃 修正なし

【総合計画審議会委員のご意見】
重点施策が１なのに、施策の内容的には４がメインのような感じで、３のところに
１が入っている。もし１が重要なのであれば、施策の並び順もより重要なものか
ら順に１に出したほうが読みやすいのではないかと思った。市の中でより重要だ
と考えているものがあればそれを１番に出すべきでないかなと思う。要は、この
長い文章を全部読むかと言われたら読むか疑問に思った。
　　　　　　　　↓
基本構想に、将来像に紐づく２つの重点項目があり、その並びが「働く場が充
実し、みんなが元気に暮らし続けられるまち」「安心して子どもを産み育てられ、
みんなが笑顔で住み続けられるまち」となっております。その並びにあわせた順
に掲載しているため、このままの表記とします。

R３.1.13　第２回総合計画審議会以降_修正一覧（後期基本計画） 資料２－１
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Ｐ9
Ｐ35
Ｐ39
Ｐ41
Ｐ44
Ｐ47
Ｐ127

【政策２】
【施策２-１】

　　　　　　追記 記載漏れによる。

Ｐ11
Ｐ66
Ｐ70
Ｐ72
Ｐ75
Ｐ78
Ｐ127

【政策４】
【施策４-１】

　　　　　　追記 記載漏れによる。

Ｐ17

【施策１－１】
子育て支援の充実

「２．取り組み方針」

【修正前】
　人口減少と少子高齢化が同時に進行する中、
市民が安心して子どもを産み育てられる環境の
整備を図り、家庭はもとより地域など社会全体が
幅広い視野に立った子育て支援を推進します。

【修正後】
　人口減少と少子高齢化が同時に進行する中、
子どもの健やかな育ちを視点とした支援と、市
民が安心して子どもを産み育てられる環境の整
備を図ります。また、地域など社会全体が幅広
い視野に立った子育て支援を推進します。

【総合計画審議会委員のご意見】
「家庭はもとより地域など社会全体が」と書かれていると、家庭と地域が並列の
扱いになっており、「家庭が子育て支援を推進する」というのは違和感がある。
家庭は子育ての主体であって、支援は家庭と別の立場の方が支援をされると
いう意味合いがあると思うので、文言を再度練っていただきたい。
　　　　　　　　↓
ご意見にあるように、家庭は子育ての主体であり、子どもの健やかな育ちには
家庭での愛情を感じながら成長していくことが大切だと思います。
「子どもの健やかな育ちを視点とした支援」の文言の中に、家庭における養育
不安の解消や子どもへの関わり方へのお手伝いをします、という内容も含みな
がら、文言を変更します。

Ｐ29

【施策１－５】
低所得者福祉の充実

「３．現状と課題」

グラフのタイトルを修正
【修正前】
保護人員の推移

【修正後】
生活保護人員の推移

【総合計画審議会委員のご意見】
棒グラフに「保護人員の推移」とある。これは生活保護を受けられている方の人
数だとすると「生活保護」と書いていただいたほうがわかりやすいと思うので、ご
検討いただきたい。
　　　　　　　　↓
市民の皆さんがわかりやすい表記に修正します。
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Ｐ37

【施策２－１】
横手を愛する心と生き
る力を育む学校教育の
充実

「５．私たち（市民・事業
者）が協力できること」

【修正前】
●事業者は、総合学習における機会や施設の
提供などに協力し、未来の横手を担う人材の育
成に協力します。

【修正後】
●事業者は、「総合的な学習の時間」等におけ
る施設見学、体験学習の受け入れを行い、未来
の横手を担う人材の育成に協力します。

【総合計画審議会委員のご意見】
２つ目の●に、「事業者は、総合学習における機会や」という表現がある。学習
指導要領上の用語では、正確には「総合的な学習」ということになるので、「総
合的な」と入れていただければと思うのだが、そうした場合、「総合学習における
機会や」と言うよりは「総合的な学習を受け入れる」など、文言の検討をお願い
したい。
　　　　　　　　↓
市民の皆さんがわかりやすい表記に修正します。

Ｐ52

【施策３－１】
安心して暮らすことの
できるまちづくりの推進

「５．私たち（市民・事業
者）が協力できること」

【修正前】
●市民は、高齢者世帯や要援護者世帯等の住
居を把握し、空き家予備軍の発掘に協力しま
す。
●市民や事業者は、空き家の発生予防や適正
管理に努めて、市の空き家対策に協力し、地域
の安全と生活環境を守ります。

【修正後】
●市民や事業者は、空き家予備軍の把握のた
め、高齢者世帯や要援護者世帯等の住居の情
報収集に協力するほか、空き家の予防や適正
管理に努めて、市の空き家対策に協力し、地域
の安全と生活環境を守ります。

【総合計画審議会委員のご意見】①
２つ目の●に、「空き家予備軍の発掘に協力します」とあるが、「発掘」は「遺跡
を掘り出す」とか「人材発掘」のように、優れた、隠れているものを探し出すという
感じがある。「予備軍」という言葉だけで十分伝わるので「空き家予備軍の把握」
という表現にしてはいかがか。

【総合計画審議会委員のご意見】②
２つ目と４つ目の●が、空き家対策とか高齢者対策になっているが、順番がこ
れでいいのか。例えば２つ目の●が３番目に来てもいいではないかと思った。
そうすると今度は内容がダブルため、精査をお願いしたい。空き家対策をまとめ
て３項目くらいにできるのではないかとも思った。
　　　　　　　　↓
「空き家予備軍の発掘」という表現は、現在、策定中の「第２期横手市空家等対
策計画」で使用している表現ですが、ご指摘の内容はもっともであるため、「空
き家予備軍の把握」という表現に修正した上で、２つ目と４つ目の●を整理統合
します。
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P54

【施策３－２】
美しい自然環境と快適
な生活環境の保全

「１．目指す将来の姿」

【修正前】
　水と緑と人が共生し、多様な生態系が保全さ
れ希少な生物が生息しています。
　まちの美観は損なわれることなく、河川などの
豊かな自然環境が市民にやすらぎの場となるな
ど、快適な生活環境が実感できます。

【修正後】
　水と緑と人が共生し、多様な生態系が保全さ
れ希少な生物が生息しています。
　まちの美観は損なわれることなく、
豊かな自然環境が市民にやすらぎの場となるな
ど、快適な生活環境が実感できます。

【総合計画審議会委員のご意見】
２行目に、「まちの美観は損なわれることなく、河川などの豊かな自然環境が」と
ある。「豊かな自然環境」が「河川」だけで代表されているが、いっそのこと「河川
などの」がいらないのではないかと思ったりする。あるいは古くからの横手市の
キャッチフレーズに「山と川のあるまち」があるので、そういうのをつけてもいいの
かなとも思う。豊かな自然は、河川だけではないので、表現の検討をお願いし
たい。
　　　　　　　　↓
河川については定期的に水質検査を実施しており、この結果を成果指標にも
入れていることから、自然環境の中から「河川」を代表的なものとして例示して
おりましたが、ご指摘にあるとおり川だけでなく山や池、田園といった多種多様
な環境が自然であることから、「目指す将来の姿」では何も例示しないこととし、
「河川などの」を削除します。

Ｐ56

【施策３－２】
美しい自然環境と快適
な生活環境の保全

「５．私たち（市民・事業
者）が協力できること」

「●市民は、水辺（河川）に興味を持ち、水辺で
楽しむイベントに積極的に参加します。」を追記

川と親しむ内容を追記したい。

P63

【施策３－５】
地球温暖化対策の推
進

「３．現状と課題」

修正なし

【総合計画審議会委員のご意見】
最初の●で、「地球温暖化対策や災害時のエネルギー確保のため再生可能エ
ネルギーへの転換」とあるが、災害時に再生可能エネルギーは頼りになるの
か。温暖化のためには転換が必要だろうが、災害時のバックアップには全く役
に立たないと思うがいかがか。
　　　　　　　　↓
現在、市内では小中学校の校舎をはじめ、17箇所の公共施設に太陽光＋蓄
電池システムが整備されており、非常時は避難所の電源として使用することに
なっております。
ご意見にあるとおり、制限なく非常時も電気が使えるということではありません
が、商用電力無しに日中は発電が出来ますし、夜間も蓄電池に蓄えられた電
気を使用することが出来ることから、このままの表現とします。
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P66

【施策４－１】
魅力ある農林業の振興

「３．現状と課題」
１つ目の●

【修正前】
●　農村地域は、地域内農業人口の減少や高
齢化の進行などにより担い手が不足している状
況であり、経営能力に優れた多様な経営体の育
成が求められています。また、条件が不利な中
山間地域においては、耕作放棄地の増加が懸
念されています。

【修正後】
●　農村地域は、地域内農業人口の減少や高
齢化の進行などにより担い手が不足している状
況であり、経営能力に優れた多様な経営体の育
成が求められています。また、条件が不利な中
山間地域においては、耕作放棄地の拡大が懸
念され、クマなどの野生動物による被害も増加し
ています。

P67

【施策４－１】
魅力ある農林業の振興

「４．施策の展開」
⑤　１）

【修正前】
１）　農業・農村の有する多面的機能の維持・発
揮を図るための地域の共同活動に係る支援を
行い、地域資源の適切な保全管理を推進しま
す。

【修正後】
１）　農業・農村の有する多面的機能の維持・発
揮を図るための地域の共同活動に係る支援を
行い、地域資源の適切な保全管理を推進すると
ともに、中山間地の農地の維持・保全に努め、
耕作放棄地の拡大防止を図ります。

【総合計画審議会委員のご意見】
「４．施策の展開」の⑤の３）に「適切な手入れがされていない森林の整備や、
木材の利用の推進」とあるのはその通りで、「森林の荒廃」は大問題であるし、
農家さんの高齢化等によって耕作放棄地が増えていることもまた横手市だけで
はなく大問題である。このような耕作放棄地の整備も大事なことではないかと思
う。整備すると、人と野生動物との緩衝帯ができ、例えば熊の出現をある程度抑
制できるというお話もある。そういう内容（耕作放棄地の整備により緩衝帯を作る
こと）を入れられないかご検討いただきたい。
　　　　　　　　↓
耕作放棄地に関しては、「４．施策の展開」の「⑤　１）」の「多面的機能の維持・
発揮を図る」の部分に当たりますが、市民の皆さんがわかりやすいよう、表現を
修正するとともに、「３．現状と課題」にも追記します。
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P68

【施策４－１】
魅力ある農林業の振興

「５．私たち（市民・事業
者）が協力できること」

【修正前】
●事業者は、経営の効率化や工夫に努め、安
全でおいしいものを生産し、地元農産物のブラ
ンド化を進めるなど、儲かる農林業を目指しま
す。

【修正後】
●事業者は、経営の効率化や工夫に努め、安
全でおいしいものを生産し、地元農産物のブラ
ンド化を進めるなど、儲かる農業を目指します。

「儲かる農業」に限定したい。

Ｐ70

【施策４－２】
活気ある商業の振興

「３．現状と課題」
３段落目

【修正前】
　さらに、新型の感染症拡大の経験を踏まえ、
ウィズコロナ、アフターコロナに対応した新たな
事業形態を模索していく必要もあります。

【修正後】
　さらに、新型の感染症拡大の経験を踏まえ、
社会の変化に対応した新たな事業形態を模索
していく必要があります。

「ウィズコロナ」、「アフターコロナ」を別の表現にするため。

P73

【施策４－３】
活力ある工業の振興

「４．施策の展開」

修正なし

【総合計画審議会委員のご意見】
「人を呼び込む」という具体的な取り組みが書かれているが、例えばワーケー
ションとか、Ａターンとか、そういう内容も具体的な取り組みに盛り込めたら今の
情勢に即している感じがするので、ご検討願えればありがたいと思う。
　　　　　　　　↓
ワーケーションや、Ａターンの文言は入っておりませんが、【施策4-5】の「施策
の展開」にある「①企業誘致の推進」「②雇用の安定化」の取り組みに含まれま
すので、このままの表現とします。

Ｐ76

【施策４－４】
観光物産資源の発掘
と発信

「４．施策の展開」
①

【修正前】
①観光活動の推進とウィズコロナ期・アフターコ
ロナ期を通じた反転攻勢戦略

【修正後】
①観光活動の推進と新型の感染症の終息期に
向けた反転攻勢戦略

「ウィズコロナ期」、「アフターコロナ期」を別の表現にするため。
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Ｐ76

【施策４－４】
観光物産資源の発掘
と発信

「４．施策の展開」
①　１）

【修正前】
１）  観光協会等の観光推進団体とよりよい連携
体制の構築に努め、ウィズコロナ期からアフター
コロナ期に向けた反転攻勢戦略を含んだ事業
を展開する団体及び各種のイベントや行事に対
する支援を実施します。

【修正後】
１）  観光協会等の観光推進団体とよりよい連携
体制の構築に努め、新型の感染症の終息期に
向けた反転攻勢戦略を含んだ事業を展開する
団体及び各種のイベントや行事に対する支援を
実施します。

「ウィズコロナ期」、「アフターコロナ期」を別の表現にするため。

Ｐ77

【施策４－４】
観光物産資源の発掘
と発信

「４．施策の展開」
⑤　４）

【修正前】
４）　ウィズコロナ期・アフターコロナ期において
市内が一体となり　地域経済を考え行動を起こ
していく取り組みを進めます。

【修正後】
４）　　　　　　　　　　市内が一体となり、地域経済
の好循環に資する取り組みを進めます。

「ウィズコロナ期」、「アフターコロナ期」を別の表現にするため。

Ｐ80

【施策４－５】
企業誘致の推進、企業
留置と雇用対策

「５．私たち（市民・事業
者）が協力できること」

【修正前】
●事業者は、地元人材を積極的に雇用します。

【修正後】
●事業者は、自社の魅力を発信し、地元人材の
雇用につなげます。

【総合計画審議会委員のご意見】
「市民が地元企業をよく知り・・・」というように、「市民は会社のことを知ろうと頑
張ります」とあるが、できればここに「事業者もまた自分の会社のいいところを市
民の方に周知します」というような目線も必要かと思う。地域、地域にすばらしい
企業がたくさんあり、それをお互い知り得るような機会を作っていくことも、雇用
の場というのに必要なのかなと考えるので、検討いただきたい。
　　　　　　　　↓
ご意見を踏まえ、文言を修正します。
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Ｐ80

【施策４－５】
企業誘致の推進、企業
留置と雇用対策

「６．施策の成果指標」

修正なし

【総合計画審議会委員のご意見】
指標に、高卒者の県内就職希望率や内定率があがっている。総合戦略でいた
だいた資料に、社会減で、20代前半から20代後半になるときちょっと転入超過
になる。大学などの卒業の就職先として横手市を選択し、転入する若者が多い
という分析が出ている。この関連からすると、高校生がこのまま地元に就職して
もらうことと、大学生などがＡターンで戻ってくるというような指標を入れてはどう
か。そのような指標の設定が可能か検討をお願いしたい。
　　　　　　　　↓
横手市出身者の大学生等のＡターン数を把握することが難しく、「施策の成果
指標」として設定することは困難です。

Ｐ85

【施策５－２】
快適な移動空間の実
現

「４．施策の展開」④

２）　安全で快適な高速道路ネットワークの構築
のため、関係団体とともに秋田自動車道の４車
線化促進並びに東北中央自動車道の整備促
進に関する要望活動を行います。

秋田自動車道の４車線化と東北中央自動車道の整備に対する働きかけを加え
たいため。

Ｐ88

【施策５－３】
市民が利用しやすい
公共交通の充実

「４．施策の展開」

①に追記

４）　北上線の利用促進に向け、関係団体と連
携した運動を展開します。

北上線利用促進に対する働きかけを加えたいため。

Ｐ91

【施策５－４】
地域拠点整備による市
街地の活性化

「６．施策の成果指標」

【変更前】
まちなか居住エリア（居住誘導区域）の人口密
度

【変更後】
駅東周辺におけるにぎわい再生を見据えた歩
行者の増加率

【総合計画審議会委員のご意見】
成果指標のサブ指標の「人口密度」の単位が「人」になっているため、正確な単
位を入れていただきたい。
　　　　　　　　↓
指標の見直しのため。

Ｐ106

【施策６－３】
情報を共有する環境の
整備

「６．施策の成果指標」

「市の情報をコミュニティＦＭから得ている市民
の割合」削除

【総合計画審議会委員のご意見】
サブ指標に「市の情報をコミュニティＦＭから得ている市民の割合」がある。周
波数を広めるため、77.4MHzを入れていただきたい。
　　　　　　　　↓
指標の見直しのため。
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Ｐ115

【施策７－３】
戦略的・計画的な人材
育成と能力開発の充
実

「４．施策の展開」②

「2）　多様な働き方とワークライフバランスを推進
します」を追記。

〃

【施策７－３】
戦略的・計画的な人材
育成と能力開発の充
実

「施策実現のための
柱・主要事業」

「7．時差出勤・リモートワークの導入・推進」を追
記。

全体 【政策４】【政策６】 修正なし

【総合計画審議会委員のご意見】
どの場所に入るかわからないが、若者雇用など、若者の話はたくさん出てくる
が、横手では60歳以上とか、65歳以上といった方々がより活躍しないと生き残
れないのではないかと個人的に考えている。若者の雇用はもちろんだが、定年
退職した方が、まだまだ活躍するようなことも必要なのではないかと思うので、そ
のような内容が１つあればいいと感じた。「人生100年時代」。100歳まで生きる
中でまだまだできることがあるのではないかと思うので、市の目標の中に入れら
れるといいと思った。
　　　　　　　　↓
「【施策４－５】企業誘致の推進、企業留置と雇用対策」において、「４．施策の
展開」②雇用の安定化1）の中に、「横手市シルバー人材センターなどの各種
団体への支援と連携・・・・」と記載しております。各種団体の中には、高年齢者
の雇用促進を図る目的で設立された「横手市生涯現役促進協議会」も含まれ
ており、市としては、高年齢者の雇用促進について、「横手市シルバー人材セ
ンター」「横手市生涯現役促進協議会」と連携して取り組んでおります。

「【施策６－１】市民の主体的な活動の支援と地域づくり活動の充実」では、「４．
施策の展開」の「③地域づくり活動を推進・サポートしていく人材の活用」で「高
齢者の知恵を活かした活動を支援」という箇所があります。また、【施策６－１】
の取り組み方針に、「市民だれもが地域で活動しやすい環境づくりに取り組
み・・・」とし、若者に限らず、老若男女全ての方を対象としております。

以上のことから、新たな文言の加筆はしないこととします。

【総合計画審議会委員のご意見】
「４．施策の展開」に、職員の研修や健康管理を具体的に記載している。コロナ
の状況がどうなるかわからないが、行政の方でも③に関係して、時差出勤やリ
モート業務などの動きがあるとしたら、その取り組みを入れることをご検討いた
だきたい。
　　　　　　　　↓
ご意見をふまえ、文言を追記します。
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全体

【総合計画審議会委員のご意見】
わかりにくい表現、用語がまだ若干あると思う。用語解説を加えてわかりやすく
しているが、一般市民の皆さんがご覧になることを考えると、できるだけ平易な
表現がいいと思う。カタカナ文字が不用意に多用しないほうがいいと思うし、文
章もあまり長文にならないほうがいいと思う。
　　　　　　　　　↓
わかりやすい表現を使うよう心がけます。

全体 「６．施策の成果指標」
別添「第2次横手市総合計画後期基本計画　各
施策における指標一覧」の赤字及び青字のとお
り指標を変更

【総合計画審議会委員のご意見】
成果指標について、具体的な数値目標を掲げている項目もあれば、「増加して
いる」と抽象的な表現で捉えている指標もある。できれば抽象的な目標値で捉
えているものについては避けたほうがいいのではないかと思う。
　　　　　　　　　↓
指標全体を見直し、具体的な目標値を入れます。
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